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①　新薬創出の表記を変更

「薬品詳細情報」ページおよび関連箇所（帳票・CSV出力など）における「新薬創出」の表記を

「革新新薬」に変更しました。

【表示の確認方法】

　　1.トップ画面右上の「画面切替」ボタンをクリックします。

　　2.画面表示を「薬品詳細情報を表示しています」へ切り替えし、表記が変更になっていることを確認してください。

　　　

②　麻薬譲受書、覚醒剤譲受書のレイアウト修正

麻薬譲受書および覚醒剤譲受書のレイアウトを以下のとおり変更しました。

【麻薬譲受書】

・薬品欄の変更： 薬品入力欄を6行構成に変更しました。

・削除項目： 用紙下部の注意書き「注意 本書の保存期間は2年である」を削除しました。

※出力仕様に関する補足

・1品目ごとに1枚の用紙で出力されます。

・1枚の用紙に複数品目を表示することはできません。
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【覚醒剤原料譲受書】

・薬品欄の変更： 薬品入力欄を6行構成に変更しました。

・削除項目： 用紙下部の「以下余白」を削除しました。

※出力仕様に関する補足

・1品目ごとに1枚の用紙で出力されます。

・1枚の用紙に複数品目を表示することはできません。
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③　今後処方の予定がない薬品を不動品：赤に設定

今後処方の予定がない薬品を「不動品：赤」として管理できるようになりました。

【未来予測を利用している場合の設定手順】

① トップ画面右上の「画面切替」のボタンから、表示が「過去6ヶ月間の入出庫情報を表示しています」の

 　画面になるまでクリックします。

② 「患者履歴」ボタンをダブルクリックし患者履歴画面を開きます。

③画面内の「最終履歴」ボタンをクリックすると、患者ごとの最終処方履歴が一覧表示されます。

　各患者の右側にある「もう来ない」をクリックします。

④確認メッセージに対して「はい」を選択します。

⑤該当する薬品の患者履歴を全て「無効（灰色）」に設定し、トップ画面に戻って再計算を実行すると、

　不動品：赤に設定されます。

　　　注意点

　　　設定済みの薬品に新規処方が発生した場合、不動品判定は自動的に解除されます。

③

④

①

②
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【未来予測を利用していない場合】

① トップ画面右上の「画面切替」のボタンから、表示が「過去6ヶ月間の入出庫情報を表示しています」

　の画面になるまでクリックします。

② 「患者履歴」ボタンをダブルクリックし患者履歴画面を開きます。

③ 「もう出ない」ボタンをクリックし、確認画面で「はい」を選択します。

　　ボタンを押すと、「もう出ない」ボタンの右側に最終調剤日が表示されます。

④ トップ画面に戻り、「再計算」を実行すると薬品が不動品：赤に設定されます。

　　　注意点： 設定後にその薬品で新規の処方があった場合、不動品判定は自動的に解除されます。

　　　　操作上の注意（品名変更について）

　　　　「品名変更」を行う際は、以下の点にご注意ください。

　　　　【品名変更ができないケース】

品名変更「前」の薬品と、変更「後」の薬品の両方で「もう出ない」設定が行われている場合、

 　　　 品名変更ができません。

　　　　【対処法】

一度「もう出ない」ボタンをクリックして設定を解除してから、品名変更を行ってください。

　　　　

①
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